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★ 市議会に関する情報は佐伯市のホームページから閲覧できます。 佐伯市議会 検索

トピックス
・令和５年度　当初予算（Ｐ２、３）
・議会改革調査特別委員会　最終報告（Ｐ14）
・議員政策研究会　調査・研究結果を報告（Ｐ15）

3月定例会は2月21日から3月15日までの23日間の会期で開催されました。

【佐伯城南中学校】佐伯市未来議会を開催

　２月15日（水）佐伯城南中学校２年生
による「佐伯市未来議会」を開催。
　渡邉佳音さんが議長を務め、６名の未来
議員による質問（子育て支援、福祉、防災
についてなど）に対し、田中利明市長が答
弁を行いました。

2年1組

2年2組

2年3組

わたなべ かのん



区　　分 前年比令和５年度
当初予算額

【目的別内訳】 （単位：千円・％）

1 豊かな自然環境と
安全・安心な生活環境の創生

消防通信システム
共同整備事業 2億9,327万円
公園施設長寿命化事業 1億2,150万円
さいき花の楽園構想
推進事業（オ－ガニック関連） 1,807万円
事前復興計画策定事業 976万円

2 暮らしと産業を支える
生活基盤の創生

コミュニティバス
運行事業 ２億7,497万円
通学路緊急対策補助事業 ２億1,450万円
さいき城山桜ホール
企画運営事業 5,748万円
馬場常盤線街路事業 4,000万円

4 人が学び、人が活き、
人が育つ教育の創生

学校給食費負担軽減事業 2,590万円
上堅田地区公民館建設事業 2,530万円
学力向上実践研究事業 1,371万円
国指定史跡「佐伯城跡」PR事業 545万円
若者による
アーティストライブ企画事業 430万円

5 地域資源をいかした
産業と観光の創生

漁協水産物加工
処理施設整備事業 18億2,740万円
森林環境譲与税活用推進事業 4,556万円
有機の輪づくり推進事業
（オ－ガニック関連） 1,442万円
地域通貨導入検討事業
（オ－ガニック関連） 262万円

6 人が交流し、活力あふれる
まちの創生

インバウンド推進Eバイク
購入事業（オーガニック関連） 1,392万円
ベトナムニンビン省交流事業 717万円
台湾台中市交流事業 473万円
食からつなぐオーガニック
推進事業（オーガニック関連） 332万円

7 地域が輝くまちの創生

佐伯創生推進総合対策事業
（オ－ガニック関連） 9,800万円

オーガニックシティ
普及啓発事業
（オ－ガニック関連） 180万円

3 健康で安心して暮らせる
共生社会の創生

障がい福祉
サービス費等給付事業 19億4,962万円
さいきっ子医療費
助成事業 2億2,136万円
新型コロナウイルス
ワクチン接種事業 1億3,472万円

（※千円以下切捨て）

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
公 債 費
予 備 費
合 計

0.9
△10.0
0.9
6.7
7.8
63.3
8.5

△ 7.8
32.4
5.9

126.3
△ 3.5
0.0
4.2

289,232
5,948,789
13,788,070
3,688,447
15,729

4,716,227
1,239,923
3,261,153
1,863,101
3,018,933
90,701

6,409,695
100,000

44,430,000

総務費
13.4%

市税
16.8%

繰入金
6.4%
その他
4.8%

地方交付税
36.2%

依存財源
72.0%

自主財源
28.0%

国庫支出金
12.5%

県支出金
11.4%

市債
6.5%

その他
5.4%

民生費
31.0%

衛生費
8.3%

農林水産業費
10.6%商工費

2.8%

土木費
7.4%

消防費
4.2%

教育費
6.8%

公債費
14.4%

予備費0.2% 議会費0.7%

労働費0.0%

災害復旧費
0.2%

　
令
和
５
年
度
佐
伯
市
一
般
会
計
予
算

は
、
総
額
４
４
４
億
３
０
０
０
万
円
で
、

対
前
年
度
比
で
17
億
９
０
０
０
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
佐
伯
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ

ま
で
も
進
め
て
い
た
「
さ
い
き
７
つ
の

創
生
」
を
政
策
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
新
た
に
、「
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
（
人
と
自
然
が
共
生
す
る
持
続

可
能
な
ま
ち
）」
の
実
現
に
向
け
、
経
済
・

社
会
・
環
境
の
三
側
面
が
調
和
し
た
取
り

組
み
「
佐
伯
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
推
進
や
社

会
情
勢
に
応
じ
た
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
連

携
・
共
有
）」
や
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）」
に
関
す

る
予
算
も
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
３
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
予
算
議
案
16
件
を
審
査
し
ま

し
た
。
総
括
質
疑
で
は
観
光
に
お
け
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
つ
い
て
や
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
・

答
弁
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
佐
伯
市
の
人
口
減
少
は
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
７
つ
の
創
生

を
掲
げ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
の
実
現
、

佐
伯
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
や
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
佐
伯
市
を
浮
上
さ
せ
る
決
意
を
。

　
　
　
人
口
減
少
は
我
々
に
と
っ
て
大

き
な
課
題
。
行
政
だ
け
で
な
く
地
域
住
民

や
企
業
の
協
力
な
く
し
て
、
市
の
元
気
を

取
り
戻
す
こ
と
は
難
し
い
。
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
っ
て
い
く
。
佐
伯
市
の
施
策

は
他
市
を
見
て
も
決
し
て
劣
っ
て
い
な

い
。
一
体
と
な
っ
て
頑
張
り
抜
く
決
意
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
観
光
協
会
の
在
り
方
が
変

わ
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
運
用

の
仕
方
、
事
業
の
推
進
の
仕
方
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
民
間
が
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

し
て
も
ら
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
も
含

め
て
行
政
だ
け
の
限
ら
れ
た
予
算
で
は

限
界
が
あ
る
。
今
後
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ（※

注
）、

観
光
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
作
り
な
が
ら
、

街
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
、
あ
る
い
は
儲

か
る
事
業
に
着
手
し
、
独
立
し
て
や
っ
て

も
ら
う
の
が
理
想
。

（※

注
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の
こ

と
で
あ
り
、
地
方
創
生
や
町
お
こ
し
に
必
要
な
観
光
産

業
に
深
く
か
か
わ
る
組
織
。

令和5年度 当初予算 444億3,000万円
令
和
５
年
度
　
当
初
予
算
を
可
決
！
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質
疑

前
年
度
比
　
17
億
９
０
０
０
万
円

増

予
算
特
別
委
員
会
（
審
査
）

「
さ
い
き

７

つ
の
創
生
」
主
な
事
業

さいきオーガニック憲章
ロゴマーク

歳入の構成比
（自主財源・依存財源別）

歳出の構成比
（目的別内訳）

歳 出 の 状 況
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討
　
論

討
　
論

こ
ん
な
こ
と
を
審
議
し
ま
し
た

採
決
の
結
果
、

原
案
は
可
決
し
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

意 

見 

書

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
て
審
査

本
会
議
に
て
審
議

出
産
育
児
一
時
金
を
増
額

第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
を
策
定

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
で
、

所
得
課
税
証
明
も

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
お
得
に
！

佐
伯
市
教
育
委
員
会
教
育
長

宗
岡
　
功
氏
が
再
任

64
議
案
な
ど
を
可
決
！

３
月
定
例
会
の
概
要

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
21
日
か
ら

３
月
15
日
ま
で
の
23
日
間
で
行
わ

れ
、
予
算
議
案
（
当
初
・
補
正
）
29

件
、
予
算
外
議
案
35
件
、
諮
問
１
件
、

専
決
処
分
の
報
告
６
件
、
報
告
事
項

１
件
、
請
願
１
件
、
委
員
会
提
出
議

案
１
件
、
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
全
て
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
同
意
・
異
議
の
な
い
旨
答
申
・
承

認
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
事
業
所
等
の
健
康
保
険

の
被
保
険
者
に
係
る
出
産
育
児
一
時

金
の
基
本
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　
新
た
に
「
経
済
・
社
会
・
環
境
」
の

３
つ
の
側
面
に
配
慮
し
、
そ
の
全
て

が
調
和
し
た
取
り
組
み
（
佐
伯
版
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
推
進
し
、
さ
い
き
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
（
人
と
自
然
が
共
生
す

る
持
続
可
能
な
ま
ち
）
の
実
現
を
め

ざ
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
、「
さ

い
き
７
つ
の
創
生
」
及
び
そ
れ
ら
を

推
進
し
て
い
く
「
佐
伯
人
」
の
育
成
に

加
え
、「
佐
伯
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
取
り

組
む
こ
と
で
、『
地
域
が
輝
く
「
佐
伯

が
い
ち
ば
ん
」
の
人
・
ま
ち
づ
く
り
』

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
令
和
５
年
度
か
ら
５
年
間
計
画
）

　
任
期
が
令
和
５
年
５
月
９
日
で
満

了
。
　

　
現
教
育
長
、
宗
岡
氏
の
再
任
に
対

し
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

反
対
（
山
野
内
眞
人
議
員
）

　
カ
ー
ド
を
持
つ
・
持
た
な
い
自
由

は
保
障
さ
れ
て
お
り
、
行
政
は
個
人

の
判
断
に
適
切
な
対
応
を
す
べ
き
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
利
益
に
よ
っ
て

取
得
を
誘
導
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

財
政
的
に
も
減
収
と
な
る
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。

賛
成
（
本
杉
貴
志
議
員
）

　
あ
ら
ゆ
る
物
の
値
段
が
上
が
る
中
、

市
民
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
で
き

る
こ
と
。
ま
た
今
後
、
市
役
所
等
で
の

交
付
に
つ
い
て
も
カ
ー
ド
使
用
時
は

同
様
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
請
願
者
に
よ
る
趣
旨
説
明
、
上
田
徹
紹
介
議
員
に
よ
る
補
足
説
明
後
、

執
行
部
に
意
見
を
求
め
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
発
な
質
疑
・
答
弁
、
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
採
択
す
べ
き

も
の
に
決
し
ま
し
た
が
、
意
見
書
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
に
お
い
て
若
干

修
正
し
、
提
出
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

反
対
（
染
矢
和
陽
議
員
）

　
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と
同
時
に
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
つ
つ
、
保
険
料
、
公
費
及
び
利
用
者
負
担
の
適
切
な
組
合
せ
に
よ

り
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

賛
成
（
井
上
清
三
議
員
）

　
今
後
も
利
用
者
、
家
族
、
事
業
所
等
に
と
っ
て
、
安
心
・
持
続
可
能
な
保

険
制
度
で
な
け
れ
ば
、
市
民
の
生
活
破
綻
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

賛
成
（
髙
司
政
文
議
員
）

　
負
担
が
増
え
れ
ば
利
用
す
る
方
が
減
り
、
利
用
し
な
く
な
れ
ば
悪
化
・

重
度
化
し
、
か
え
っ
て
給
付
費
の
増
額
に
つ
な
が
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥

る
の
で
は
な
い
か
。

　
昨
年
、
介
護
保
険
制
度
第
９
期
の
法
改
正
に
向
け
た
審
議
が
行
わ
れ
、

「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
が
公
表
さ
れ
た
。
給
付
と

負
担
に
つ
い
て
は
、
７
項
目
の
見
直
し
が
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
被
保
険
者

の
負
担
が
増
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
抑
制
さ
れ
る
。

①
１
号
保
険
料
負
担
の
在
り
方
　
②
現
役
並
み
所
得
、
一
定
以
上
所
得
の
基
準
判
断

　
③
補
足
給
付
に
関
す
る
給
付
の
在
り
方
　
④
多
床
室
の
室
料
負
担
　
⑤
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
給
付
の
在
り
方
　
⑥
軽
度
者
へ
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
に
関

す
る
給
付
の
在
り
方
　
⑦
被
保
険
者
範
囲
・
受
給
者
範
囲

　
こ
の
制
度
を
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
運
営
す
る
に
は
、
国
庫
負
担
割
合

の
引
上
げ
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
、
誰
も

が
安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
。

採
決
の
結
果
、
採
択
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

国民健康保険の被保険者に係る
出産育児一時金

コンビニに設置されている
キオスク端末機からの交付で

 項目 改正前 改正後 差額

 基本額 40万8,000円 48万8,000円 8万円

 加算額 1万2,000円 1万2,000円 0円

 合計 42万円 50万円 8万円

（令和５年４月１日より）

証明書
の書類

現行手数料
(市役所等の窓口)

コンビニ
交付

所得課税
証明

1件につき
300円 150円

教育長　
宗岡　功　氏

4Saiki-Gikai  2023.5



総
務
常
任
委
員
会

●
工
事
名

令
和
４
年
度
情
報
Ｎ
Ｗ
（
宇
目
エ
リ
ア

ほ
か
）
光
化
整
備
工
事

●
契
約
方
法

　
要
件
設
定
型
　
一
般
競
争
入
札

●
契
約
金
額

　
６
億
７
８
１
５
万
２
２
０
０
円

●
契
約
の
相
手
方

　
福
岡
市
博
多
区
千
代
２
丁
目
15
番
12
号

　
日
本
コ
ム
シ
ス
株
式
会
社
　
九
州
支
店

　
応
札
者
が
１
者
の
み
で
、
か
つ

前
例
か
ら
見
る
と
落
札
率
も
高
い

（
98
・
８
％
）
よ
う
だ
が
、
問
題

と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
一

般
競
争
入
札
を
行
っ
て
お
り
、
入

札
の
過
程
の
中
で
は
ど
の
企
業
が

何
者
応
札
し
て
い
る
か
全
く
わ
か

ら
な
い
状
況
の
中
で
の
入
札
な
の

で
、
競
争
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

予
算
外
議
案
９
件
全
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
す

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
工
事

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
へ
！

建
設
経
済
常
任
委
員
会

無
償
貸
付
け
す
る
財
産

　
・
旧
灘
小
学
校
本
校
舎

　
・
旧
灘
小
学
校
給
食
受
入
施
設

●
目
　
的

　
地
域
農
業
生
産
技
術
の
集
積
及
び
高
度

化
、
地
域
居
住
人
口
の
拡
大
等
を
通
じ
て

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
。

●
相
手
方

　
・
佐
伯
市
９
７
３
１
番
地

　
　
夢
フ
ァ
ー
ム
豊
後
株
式
会
社

　
・
大
分
市
乙
津
町
１
番
16
号

　
　
株
式
会
社
Ｓ
・
Ｅ
フ
ァ
ー
ム

●
期
　
間

　
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら

　
令
和
10
年
６
月
30
日
ま
で

予
算
外
議
案
４
件
及
び
専
決
処
　

分
の
報
告
５
件
、
全
て
可
決
・

同
意
す
べ
き
も
の
と
決
す

２
企
業
へ
財
産
の
無
償
貸
付
け

教
育
民
生
常
任
委
員
会

廃
止
と
な
っ
た
診
療
所
等

・
蒲
江
診
療
所
　
・
西
野
浦
診
療
所

・
名
護
屋
出
張
診
療
所
・
米
水
津
診
療
所

・
蒲
江
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

予
算
外
議
案
16
件
及
び
請
願
１
　

件
、
全
て
可
決
・
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
す

現
在
休
止
中
の

診
療
所
等
を
廃
止

「
さ
い
き
”ま
な
び
“
プ
ラ
ン

２
０
２
３
」
を
策
定

疑
質

弁
答

全体目標
「人が学び、人が活き、人が育つ持続可能な教育」の創造
【重点目標】　
これからの「オーガニックシティさいき」を支える人づくり
～ふるさと佐伯を愛し、ユニバーサルな視野に立つ人材の育成～

【重点施策】
１．子どもが授業に夢中になり、自ら学び共に学ぶ姿を目指し、
授業づくり・授業改善に生き生きと取り組む教師・学校の実現
２．子どもの居場所づくりの推進
３．望ましい食生活と食習慣を身に付け、自らの健康を管理する
ことのできる子どもの育成
４．共生社会の形成を担う人材の育成と夢を抱く青少年の育成
５．郷土の文化財や伝統文化の保存・継承と活用の推進
６．ライフステージに応じたスポーツの推進
７．地域の特性に応じた教育による少子化への対応

令和４年度補正予算も可決！
　今回の補正予算は、計３億1,535万1,000円増額し、補正後の予算総額は477億4,784万
円となりました。
　主なものは事業費の確定に伴う調整となりますが、ふるさとさいき応援寄附金の増額等に
よる経費や、国直轄の港湾整備負担金事業等について増額計上しています。
　また、出産育児関連用品購入等の経済的支援を実施するため、給付金の交付（妊娠・出産
時各５万円）に要する経費を増額、認定こども園の送迎バス車内の園児の見落とし防止のた
めの安全装置導入支援に要する経費等を新規計上しました。

▲旧灘小学校
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代表・
一般質問
代表質問　2月28日、3月1日
一般質問　3月１、２、3日

※代表・一般質問の掲載について
　代表・一般質問の記事は、議員の
責任において、本人が質問・答弁の
原稿を作成しています。その内容に
相違がないときは原則として原文の
まま掲載しています。
　なお、代表・一般質問の掲載順序
は紙面の都合上、質問順とは異なり
ます。

質  問  者 質　問　の　要　旨
至誠会
髙橋　圭一
彗星会
吉良　栄三

公明党
後藤　勇人

佐伯を元気にする無所属の会
井上　清三
新生会
上田　　徹

さいき会
塩月　健治

志高会
坪根　大吉

本田　房代

廣津留龍二

山野内眞人

本杉　貴志

戸髙　秀世

大野　達也

髙司　政文
梶川　善寛

飛髙彌一郎

大﨑　栄治

浅利美知子

福嶋　勝彦

西條　隆洋

・サイクルツーリズムの推進について
・教育行政について　　・少子化対策について
・オーガニックシティの実現について
・宇宙港の包括連携協定について
・有機農業の推進について　　・災害への備えについて　
・市長の政治姿勢について
・「さいきオーガニックシティ」の取組について
・健康寿命を延ばす取組について
・選ばれるまち・稼げるまちづくりについて
・障がい者政策について
・佐伯市公共施設等総合管理計画について
・田中市長の市職員に対する姿勢について
・ゼロカーボンシティ宣言について・ＤＸの推進について
・さいき花の楽園構想について　・森林環境譲与税の運用について
・（仮称）新茶屋ヶ鼻橋の新設について
・用途廃止施設の活用について　　・入学祝い金について
・佐伯市市街地グランドデザインについて
・新型コロナウイルス感染症の五類移行後の感染症対策について
・森林環境税及び森林環境譲与税について
・給食費の無償化について
・大島地区の振興について
・スポーツツーリズムの推進について
・「さいきオーガニックシティ」と「佐伯版ＳＤＧs」について
・公民館の無償使用の拡大について
・学校教育におけるディベート学習の充実について
・市民の健康増進について　・出会い、婚活イベントについて
・有害鳥獣捕獲報償金について
・更年期の女性の心と体の支援について
・母子健康手帳について
・未就学児の通園支援について
・骨髄移植等に関わる支援拡充について
・過去の一般質問等に対するその後の状況について
・利便性と安心安全を確保した三浦造船佐伯図書館に向けて
・コミュニティセンター化について
・上堅田地区公民館について　　・あいうべ体操について
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について
・子宮頸がん予防について　・帯状疱疹ワクチンについて
・新たな地域コミュニティの構築について
・伴走型相談支援について
・林業の振興について　・振興局の宿日直廃止について
・佐伯創生推進総合対策事業について
・マスク着用の考え方の見直しについて
・１年間に1,000人以上人口が減少し続けることに対する市の対策について
・元嘉風関（現中村親方）との訴訟について

　本
市
は
、
自
転
車
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
推
進
を
新
し
い
観
光
ツ
ー
ル
と

し
て
位
置
づ
け
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
ハ
ー

ド
面
・
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
事
業
完
了
時
期
及
び
総

額
予
算
を
ど
の
程
度
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
現

在
の
枠
配
分
予
算
の
枠
組
み
の
中
で
財
政
協
議
が
で

き
て
い
る
か
。

　
現
在
、
ソ
フ
ト
事
業
に
お
い
て
は
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
施
策
を
実
施
し
、
計
画
で

は
令
和
６
年
度
ま
で
は
年
間
約
９
０
０
万
円
程
度
の

規
模
で
事
業
を
進
め
る
。
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
の
交
通
機
関
、
宿
泊
施
設
。
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
対
象
に
、
受
入
環
境
の

充
実
を
図
る
。
走
行
環
境
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・

市
の
道
路
管
理
者
及
び
警
察
署
関
係
者
で
「
自
転
車

通
行
空
間
整
備
部
会
」
を
設
置
し
、
矢
羽
根
表
示

等
、
自
転
車
通
行
帯
整
備
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

制
定
し
整
備
を
進
め
て
い
く
確
認
が
で
き
て
い
る
。

一
方
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
認
定
は
、

大
分
・
宮
崎
５
市
連
携
に
よ
る
広
域
で
、
整
備
・
取

り
組
み
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
整

備
完
了
時
期
は
明
確
に
は
言
え
な
い
が
、
早
期
完
了

を
め
ざ
す
。

　
財
政
課
と
は
、
観
光
振
興
を
図
る
上
で
事
業
推
進

は
主
要
な
施
策
で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い

る
。
整
備
を
進
め
る
う
え
で
も
、
補
助
金
の
活
用
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
に
対
し
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

問答

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

 

至
誠
会
代
表

　髙
橋
　圭
一
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「
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

全
国
市
区
町
村
長
の
会
」
の
第
５
回
全
国
シ
ク
ロ
サ

ミ
ッ
ト
を
10
月
に
本
市
で
開
催
予
定
と
し
て
お
り
、

多
く
の
関
係
者
が
本
市
を
訪
れ
る
と
期
待
し
て
い

る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
活
か
す
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
が
会
長
を
務
め
る
「
自
転
車
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
全
国
市
区
町
村
長
の
会
」
に

は
現
在
、
全
国
４
０
９
市
区
町
村
が
加
盟
し
て
い

る
。
本
会
は
自
転
車
に
よ
る
観
光
振
興
、
住
民
の
健

康
増
進
、
環
境
負
荷
の
低
減
等
に
よ
り
公
共
の
利
益

を
増
進
し
、
地
方
創
生
を
図
ろ
う
と
す
る
自
治
体
が

連
携
し
て
、
情
報
交
換
や
共
同
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
で
、
自
転
車
文
化
の
向
上
、
普
及
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
各
地
域
が
取
り
組
む
地
方
創
生
推
進

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。
年

に
１
度
開
催
さ
れ
る
シ
ク
ロ
サ
ミ
ッ
ト
は
、
組
織
最

大
の
行
事
で
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
会
員
が
一
堂
に

会
す
る
。
本
市
開
催
に
向
け
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
含
む
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
佐
伯
２

０
２
３
」
を
加
え
２
日
間
に
わ
た
り
自
転
車
一
色
の

世
界
を
演
出
し
、
自
転
車
文
化
普
及
に
取
り
組
む
熱

意
と
観
光
資
源
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
の
魅
力
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

シ
ク
ロ
サ
ミ
ッ
ト
で

「
さ
い
き
」
を
売
り
込
め
！

公
明
党
代
表
　
後
藤
　
勇
人

　
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
の
宣
言
か
ら
、
国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
推
進
総
合
対
策
」
支
援
を
受
け
て
今
後
ど

の
よ
う
な
事
業
化
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
現
在
３
月
中
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
有
機
農
業
専

門
員
に
よ
る
技
術
指
導
の
強
化
や
、
農
副
連
携
事
業

の
推
進
等
に
よ
り
、
生
産
者
の
拡
大
と
支
援
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
農
地
の
集
約
に
よ
る
モ

デ
ル
地
区
の
設
置
や
、
６
次
産
業
化
の
支
援
と
販
路

開
拓
及
び
消
費
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
、
良
質
な
土

づ
く
り
の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
有
機
農
業
の
推
進
に
は
、
土
づ
く
り
が
重
要
と
考

え
る
。
本
市
に
お
い
て
も
農
・
林
産
資
源
や
水
産
資

源
等
々
、
堆
肥
や
肥
料
等
に
有
効
活
用
で
き
る
資
源

が
様
々
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
有
機
農
業
を
推
進
す

る
な
ら
ば
、
循
環
利
用
に
よ
る
有
機
の
土
づ
く
り
に

つ
い
て
、
国
の
支
援
事
業
を
活
用
し
て
も
っ
と
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
良
質
な
土
づ
く
り
は
重
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、

民
間
企
業
や
生
産
者
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
カ
キ
殻

や
食
品
の
残
り
な
ど
廃
棄
さ
れ
る
資
源
を
利
活
用

し
、
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
事
業
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問答問答

有
意
義
な
有
機
を
め
ざ
し
て

 

彗
星
会
代
表
　
吉
良
　
栄
三

 

市
町
村
民
所
得
が
、
財
政
・
人
口
規
模
が
同
様
な

別
府
市
、
中
津
市
、
日
田
市
よ
り
も
低
く
、
市
民
１

人
当
た
り
の
所
得
は
県
内
18
市
町
村
の
う
ち
12
位
、

２
３
０
万
円
と
低
い
。
ま
た
住
み
た
い
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
人
口
別
で
県
内
の
６
市
が
総
合
で
上
位
に

入
っ
て
お
り
、
５
万
人
未
満
で
臼
杵
市
が
２
位
、
本

市
と
同
様
な
人
口
規
模
の
宇
佐
市
が
２
位
。
本
市
が

な
い
。
非
常
に
情
け
な
く
感
じ
る
。
ま
た
人
口
減
少

は
県
内
で
１
２
５
０
人
で
第
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

選
ば
れ
る
ま
ち
で
は
な
い
。
遠
く
侍
の
時
代
か
ら
、

「
佐
伯
の
殿
様
浦
で
持
つ
」
の
言
葉
が
あ
る
。
旧
郡

部
は
こ
こ
数
年
、
も
う
昼
間
で
も
全
く
人
通
り
が
な

く
、
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
。
旧
郡
部
８
か
町
村
は
、

「
天
が
佐
伯
市
に
与
え
た
」
産
業
・
観
光
、
そ
し
て

人
材
の
宝
庫
で
あ
る
。
こ
れ
を
閉
じ
て
い
る
か
ら
、

本
市
に
光
が
入
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
旧
郡
部
の

宝
が
輝
く
、
そ
う
い
っ
た
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
佐
伯
市
は
他
市
に
見
ら
れ
な
い
、
四
つ
の

離
島
が
あ
る
。
島
根
県
海
士
町
は
、
移
住
が
非
常
に

多
い
。
移
住
政
策
の
柱
と
し
て
、
離
島
活
用
、
島
を

活
性
化
す
る
こ
と
で
、
全
国
に
誇
れ
る
政
策
が
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。
旧
郡
部
地
区
と
離
島
の
活
性
化

に
対
す
る
考
え
問
う
。

　
子
育
て
施
策
や
住
環
境
等
の
充
実
を
図
り
、
若

者
、
女
性
の
移
住
促
進
を
図
る
。
離
島
振
興
は
、
ど

の
島
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
生
活
基
盤
や
離
島

航
路
の
維
持
が
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
生
活

を
守
っ
て
い
く
の
を
ベ
ー
ス
に
し
、
豊
か
に
暮
ら
せ

る
島
、
そ
れ
が
魅
力
に
り
、
移
住
に
つ
な
げ
て
い

く
。

問答

人
口
増
加
に
関
す
る
、

移
住
・
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

佐
伯
を
元
気
に
す
る
無
所
属
の
会
代
表
　
井
上
　
清
三
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佐
伯
市
も
様
々
な
課
題
に
対
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
達
成
す
る
た

め
に
も
、
佐
伯
版
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
す
べ
き
だ

と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

　
住
民
に
身
近
な
行
政
を
担
う
自
治
体
に
お
い
て
Ｄ

Ｘ
を
推
進
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
や
業
務
効

率
化
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
市
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
の
方
向

性
を
示
す
た
め
の
基
本
計
画
で
あ
る
佐
伯
市
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
は

　
地
域
住
民
が
積
極
的
に
地
域
内
で
消
費
す
る
仕
組

づ
く
り
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
域
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

特
定
の
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
、
物
や
サ
ー
ビ

ス
と
交
換
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
が
あ
り
、
そ

の
導
入
に
向
け
た
検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
が
本
市
の
経
済
や
行
政
効
率

化
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
な
ど
の
基
礎

デ
ー
タ
収
集
や
消
費
動
向
調
査
等
を
行
い
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問問 答答

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
へ

 

さ
い
き
会
代
表
　
塩
月
　
健
治

　
市
長
は
、
よ
く
現
場
主
義
と
い
う
言
葉
を
使
う

が
、
実
際
に
現
場
の
第
一
線
で
実
行
し
て
い
く
職
員

と
の
意
思
疎
通
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

方
を
問
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
市
長
は
、
職
員
の
勤
務

労
働
条
件
の
変
更
等
に
つ
い
て
は
「
職
員
団
体
と
協

議
す
る
中
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
。
一
方
的
に

は
行
わ
ず
、
協
議
の
な
か
で
理
解
を
求
め
て
い

く
。
」
と
発
言
し
て
き
て
い
た
が
、
田
中
市
長
に
お

い
て
は
、
職
員
団
体
と
の
協
議
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　
職
員
一
人
一
人
が
、
常
に
現
場
に
立
ち
、
現
場
の

状
況
を
把
握
し
、
現
場
か
ら
問
題
を
見
出
し
、
そ
れ

を
政
策
に
移
し
、
そ
し
て
実
行
し
て
い
く
現
場
主
義

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
意
思
疎
通
は
重
要
な
要
件

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
、
各
部
署
が
抱

え
て
い
る
懸
案
事
項
、
市
長
か
ら
の
指
示
事
項
に
つ

い
て
は
、
そ
の
都
度
、
個
別
に
協
議
が
行
わ
れ
、
意

思
決
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
団
体
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
年
間
を
通
じ
て
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
、
個

別
の
案
件
に
つ
い
て
も
、
そ
の
都
度
、
協
議
で
き
る

体
制
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
必

要
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で
の
勤
務
条
件
等
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
場
合
も
含
め
、
十
分
な
説
明
、
協
議
を
行

い
な
が
ら
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

田
中
市
長
の

市
職
員
に
対
す
る
姿
勢
は
？

新
生
会
代
表
　
上
田
　
徹

 

歴
史
・
文
教
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
、
城
山
・
山
際
通

り
の
歴
史
的
環
境
の
保
存
・
充
実
を
掲
げ
て
い
る

が
、
文
化
会
館
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
問
う
。

　
文
化
会
館
跡
地
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
城
跡
の
国
に

よ
る
文
化
財
指
定
の
官
報
告
示
を
待
つ
状
況
で
あ

り
、
国
指
定
後
、
来
年
度
に
用
地
購
入
、
そ
の
後
、

保
存
活
用
計
画
を
作
成
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
　

　
利
用
に
つ
い
て
は
、
景
観
の
保
全
が
基
本
と
な

り
、
現
時
点
で
は
文
化
財
の
保
護
、
活
用
を
念
頭
に

「
市
民
憩
い
の
広
場
」
と
し
て
の
活
用
を
関
係
各
課

で
協
議
し
て
い
る
。

問答

文
化
会
館
跡
地
利
用
は

ど
う
な
る
の
？

志
高
会
代
表
　
坪
根
　
大
吉

▲文化会館跡地（令和５年３月撮影）

8Saiki-Gikai  2023.5



9 Saiki-Gikai  2023.5

　
大
島
で
は
、
５
月
に
島
唯
一
の
商
店
が
閉
店
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
早
急
な
対
策
が
必
要
と

思
う
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
島
唯
一
の
商
店
が
閉
店
す
る
こ
と
は
、
今
年
開
催

さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。
市
と
し
て
対
策
の
必
要
性
は
充
分
認
識
し
て
お

り
、
現
在
、
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
漁
協
と
連

携
し
た
事
業
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
地
区

の
意
向
等
を
伺
い
な
が
ら
、
買
い
物
支
援
の
実
施
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
高
齢
化
が
進
み
島
内
の
移
動
は
徒
歩
で
し
か
で
き

な
く
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
島
内

を
気
軽
に
移
動
で
き
る
よ
う
な
対
策
は
。

　
島
内
の
高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
徒
歩
以
外
の
移

動
手
段
が
な
く
、
本
土
へ
通
院
や
買
い
物
等
に
出
向

く
際
の
船
着
き
場
ま
で
の
移
動
に
苦
労
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
令
和
３
年
に
は
県
の
小
規
模
集
落

等
支
援
事
業
を
活
用
し
た
シ
ニ
ア
カ
ー
の
導
入
に
向

け
て
の
協
議
を
鶴
見
振
興
局
や
地
元
区
長
と
行
い
、

令
和
４
年
度
に
は
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

活
用
し
た
実
証
実
験
や
離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用

し
た
軽
自
動
車
に
よ
る
送
迎
支
援
の
検
討
を
行
っ
た

が
、
島
内
の
合
意
形
成
や
運
用
方
法
、
道
路
状
況
、

塩
害
対
策
、
保
管
場
所
の
確
保
等
の
問
題
も
あ
り
、

導
入
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
島
内
の
合
意
形
成
が
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
地
元
区
長
等
と
協

議
を
進
め
、
調
査
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問 答答

大
島
地
区
の
支
援
や
対
策
は
？

廣
津
留
　
龍
二

　
令
和
６
年
度
か
ら
市
町
村
が
徴
収
予
定
の
「
森
林

環
境
税
」
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
以

降
の
国
か
ら
本
市
へ
の
譲
与
額
を
問
う
。

　
森
林
環
境
税
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

課
税
者
に
対
し
、
年
間
１
人
当
た
り
１
０
０
０
円
を

国
が
賦
課
し
、
市
町
村
が
個
人
住
民
税
の
均
等
割
と

合
わ
せ
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
市
に
対
す
る
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
現
時
点
で

の
試
算
に
よ
る
と
、
本
年
度
と
令
和
５
年
度
は
１
億

６
０
２
１
万
２
０
０
０
円
、
令
和
６
年
度
以
降
は
毎

年
度
１
億
９
６
６
１
万
８
０
０
０
円
配
布
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方
法
を
問
う
。

　
ま
ず
は
「
佐
伯
型
循
環
林
業
」
を
推
進
す
る
た

め
、
下
刈
や
徐
間
伐
と
い
っ
た
保
育
施
業
に
か
か
る

財
源
に
充
て
、
森
林
整
備
の
促
進
を
図
る
。

　
ま
た
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
不
在
村
地
主
の

増
加
に
よ
り
、
手
入
れ
不
足
の
森
林
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
森
林
が
本
来

持
っ
て
い
る
土
砂
災
害
防
止
、
水
源
涵
養
、
地
球
環

境
保
全
な
ど
、
多
面
的
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
適

切
な
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
森

林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
を
図
り
、
将
来
の
健
全
な

森
林
を
育
成
し
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
、
持
続
可

能
な
循
環
型
共
生
社
会
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答問答

森
林
環
境
税
っ
て
？

本
田
　
房
代

　
佐
伯
市
の
人
口
は
、
合
併
後
約
18
年
間
で
約
１
万

７
０
０
０
人
減
少
し
、
平
成
26
年
か
ら
は
、
毎
年
１

０
０
０
人
以
上
減
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
結

局
、
佐
伯
市
に
魅
力
が
な
い
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。

「
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」
構
想
は
、
佐
伯

市
の
人
口
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

　
本
構
想
は
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
持
続
可
能
な

ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
人
口
減
少
の

抑
制
・
交
流
人
口
等
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

　「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
と
は
、
本
来
、
有
機
農
業
を

指
す
言
葉
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
市
は
、
こ
の
言
葉

を
有
機
農
業
だ
け
で
な
く
、
全
方
位
に
、
お
よ
そ
全

て
の
分
野
を
取
り
込
む
含
む
言
葉
と
し
て
用
い
て
い

る
の
で
、
し
っ
く
り
こ
ず
、
市
民
に
も
浸
透
し
に
く

い
。
「
佐
伯
は
、
こ
れ
だ
!
」
と
い
う
施
策
に
絞
っ

て
、
強
力
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
持
続
可

能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
強
い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
市
民
に
も
、
一
層
、
普
及
啓
発
し
て
い
く
。

　
そ
の
推
進
体
制
と
進
捗
管
理
は
、
ど
う
す
る
か
。

　
組
織
と
し
て
は
、
現
時
点
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
特
段
の
組
織
は
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
進
捗
管
理
は
、
総
合
計
画
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
そ
の
中
で
行
っ
て
い
く
。

問答問問 答答

田
中
市
長
の「
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
」構
想
は
、佐
伯
浮
上
の

切
り
札
と
な
る
の
か
!?

山
野
内
　
眞
人
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有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨
金
の
対
象
鳥
獣
で
あ
る
イ
ノ

シ
シ
及
び
鹿
の
捕
獲
頭
数
を
問
う
。

　
令
和
３
年
度
実
績
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
２
９
８
２

頭
、
鹿
が
４
８
０
７
頭
で
あ
る
。

　
対
象
鳥
獣
別
の
報
奨
金
に
つ
い
て
、
狩
猟
期
間
外

の
捕
獲
報
奨
金
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
６
０
０
０
円
、
鹿

が
１
万
円
で
あ
る
が
、
差
額
の
理
由
を
問
う
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
国
が
６
０
０
０
円
を
負
担
し
て
お

り
、
鹿
に
つ
い
て
は
国
が
６
０
０
０
円
、
県
が
２
０

０
０
円
、
市
が
２
０
０
０
円
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
い

る
。
国
の
負
担
に
つ
い
て
差
は
生
じ
て
い
な
い
が
、

大
分
県
が
政
略
的
に
上
乗
せ
補
助
を
行
っ
て
い
る
た

め
差
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
鹿
に
比
べ
捕
獲
実
績
が
少
な
い
イ
ノ
シ
シ
に
関
し

て
、
農
作
物
被
害
や
交
通
事
故
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

面
か
ら
も
捕
獲
報
奨
金
の
見
直
し
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
報
奨
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
農

業
委
員
会
か
ら
も
要
望
が
あ
る
。
令
和
６
年
度
か
ら

の
増
額
に
向
け
て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

問答問問 答答

イ
ノ
シ
シ
の

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨
金
増
額
を

本
杉
　
貴
志

　
母
子
健
康
手
帳
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
父
親
の
育

児
参
加
等
の
観
点
か
ら
国
に
お
い
て
も
名
称
変
更
に

関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
市
町
村
が

独
自
の
名
称
を
設
定
し
併
記
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
母
子
と
い
う
限
定
的
な
名
称
で
は
な
く
、
父
親

の
育
児
参
加
や
父
親
が
手
帳
を
通
じ
て
母
体
の
変
化

や
こ
ど
も
の
変
化
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
例
え
ば

「
親
子
手
帳
」
な
ど
に
設
定
し
、
併
記
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

　
母
子
健
康
手
帳
が
母
と
子
に
と
っ
て
の
妊
娠
・
出

産
・
育
児
の
一
貫
し
た
健
康
記
録
で
あ
る
こ
と
や
、

現
在
の
名
称
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
、
医
療
機
関
に

お
け
る
混
乱
を
回
避
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
変
更
す

べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
県
下
統
一
の
様
式
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
称
変
更
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
父
親
の
育
児
参
加
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
妊
娠
届
出
時
に
配
布
す

る
父
親
の
育
児
参
加
に
関
す
る
啓
発
本
等
に
よ
り
、

普
及
啓
発
に
努
め
る
。

問答

母
子
健
康
手
帳
の

独
自
名
称
変
更

戸
髙
　
秀
世

　
市
立
幼
稚
園
に
は
（
一
定
の
条
件
の
下
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
）
通
学
費
の
補
助
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
及
び
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
運
行
の
制
度

が
あ
る
。
し
か
し
、
市
立
こ
ど
も
園
に
は
な
い
。

　
少
子
化
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
上
浦
に
は
未

就
学
児
の
受
け
皿
（
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も

園
）
が
無
く
な
っ
た
。
そ
の
一
方
、
各
地
域
に
は
一

次
産
業
を
始
め
と
し
た
豊
富
な
資
源
・
文
化
が
広
が

る
。
そ
こ
で
の
若
い
世
代
の
力
を
失
う
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
佐
伯
市
は
広
い
。
宇
目
や
蒲
江
な
ど
に
住
む
子
育

て
世
帯
に
と
っ
て
は
、
そ
の
振
興
局
管
内
の
こ
ど
も

園
で
あ
っ
て
も
、
毎
日
の
送
迎
は
大
き
な
負
担
で
あ

り
、
就
労
へ
の
影
響
も
生
じ
る
。

　
そ
こ
で
、
未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル
バ

ス
及
び
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
コ
ミ
ュ
テ
ィ
バ

ス
の
柔
軟
な
対
応
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　
未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
ス

ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
の
運
行
は
、
現
在
、
小
学
校
区
内

に
あ
る
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
一
部
運
行
を
行
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
ど
も
園
等
へ
通
園
す
る
未
就
学

児
を
対
象
と
し
た
運
行
は
考
え
て
い
な
い
。

問答

ど
こ
に
住
ん
で
も
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に

通
園
の
支
援
は
公
平
に
あ
る
よ
う
に

大
野
　
達
也

▲佐伯市スクールバス
及びスクールタクシー
運行規則
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図
書
サ
ー
ビ
ス
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
活
用
の
検
討
は
。

　
Ｉ
Ｃ
タ
グ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
管
理
業
務
の
省

力
化
や
人
件
費
の
抑
制
、
職
員
の
時
間
的
な
余
裕
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
利
用
者
へ
の
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
盗
難
防
止
の
効
果
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
県
下
の
半
数
程
度
の
自
治
体
が
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
導

入
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
導
入
し
て
い
な
い
。
Ｉ

Ｃ
タ
グ
の
必
要
性
な
ど
を
現
状
か
ら
整
理
し
て
い

く
。

　
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
入
口
の
段
差
解
消
の
検
討
は
。

　
利
用
者
は
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
70
歳
以
上
の

高
齢
者
が
半
数
を
占
め
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
安
全

に
利
用
で
き
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
現
場

の
状
況
は
確
認
し
て
お
り
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど

段
差
の
解
消
に
向
け
て
対
応
し
て
い
く
。

　
電
子
書
籍
の
利
用
拡
大
へ
向
け
て
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
電
子
書
籍
を
導
入
し
て
い
る

が
、
広
報
不
足
や
蔵
書
数
が
７
０
０
０
冊
と
少
な
い

な
ど
の
理
由
で
利
用
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
Ｄ
Ｘ

化
の
推
進
を
図
る
本
市
と
し
て
、
大
分
県
公
共
図
書

館
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
県
へ
働
き
か
け
る
な
ど
、

財
政
負
担
や
デ
ー
タ
の
共
有
化
な
ど
に
向
け
て
広
域

的
な
取
り
組
み
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
行
動
し

て
い
く
。

問答問答問答

利
便
性
と
安
心
安
全
な

図
書
館
に
向
け
て
！

梶
川
　
善
寛

　
学
校
給
食
の
公
会
計
化
の
検
討
状
況
を
問
う
。

　
公
会
計
化
は
、
教
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
、
給

食
会
計
の
透
明
化
、
給
食
費
負
担
の
公
平
性
の
確
保

な
ど
か
ら
必
要
と
の
判
断
の
も
と
、
来
年
度
か
ら
人

員
を
増
員
し
、
本
格
的
な
準
備
に
入
る
。
令
和
７
年

度
ま
で
に
導
入
し
た
い
。

　
過
疎
債
、
基
金
を
活
用
し
た
学
校
給
食
の
無
償
化

と
給
食
費
の
統
一
に
つ
い
て
問
う
。

　
学
校
給
食
の
無
償
化
は
、
安
定
し
た
財
源
確
保
な

ど
か
ら
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。
給
食
費
の
全
市
統

一
は
、
全
て
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で

協
議
し
、
小
学
校
月
額
４
３
０
０
円
、
中
学
校
月
額

５
０
０
０
円
と
な
る
。
幼
稚
園
は
預
か
り
保
育
の
有

無
に
よ
り
回
数
が
違
う
の
で
、
単
価
の
み
２
３
０
円

に
統
一
す
る
。

　
市
債
の
残
高
が
、
令
和
４
年
度
の
決
算
見
込
み
で

対
前
年
約
８
億
円
の
減
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案

で
対
前
年
約
３
億
５
６
０
０
万
円
の
減
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
一
部
の
償
還
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

で
財
源
を
生
み
出
し
、
学
校
給
食
を
無
償
化
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

　
償
還
期
限
の
延
長
に
よ
る
財
源
確
保
は
、
検
討
に

値
す
る
。

問問答 答問答

学
校
給
食
無
償
化
の
財
源
は
あ
る
！

（
過
去
の
一
般
質
問
か
ら
）髙

司
　
政
文

　
上
堅
田
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

一
般
質
問
に
取
り
上
げ
、
市
か
ら
は
、
佐
伯
市
公
共

施
設
等
管
理
計
画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
現
施
設
改

修
で
な
く
建
て
替
え
を
検
討
す
る
よ
う
指
示
が
あ

り
、
今
後
の
建
て
替
え
場
所
及
び
地
元
と
の
協
議
を

行
っ
て
き
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
在
の
地
元
と
の

協
議
内
容
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
に
上
堅
田
地
区
公
民
館

建
設
事
業
の
関
連
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、
本
議
会

に
お
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
上
堅
田
地
区
公
民

館
と
同
じ
場
所
を
検
討
中
で
あ
る
が
、
予
算
の
承
諾

を
い
た
だ
き
次
第
、
地
元
区
長
会
と
協
議
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答

上
堅
田
地
区
公
民
館
　

建
て
替
え
に
前
進
！飛

髙
　
彌
一
郎▲現在の上堅田地区公民館
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本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
医
療

保
険
が
後
期
高
齢
者
医
療
へ
と
切
り
替
わ
る
際
に
、

検
診
結
果
や
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
一
旦
途
切
れ
て
し
ま

う
た
め
、
継
続
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
課
題
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
健
康
づ
く

り
を
介
護
保
険
、
医
療
保
険
、
健
康
増
進
部
門
等
で

行
わ
れ
て
き
た
取
り
組
み
が
縦
割
り
と
な
る
こ
と

で
、
包
括
的
な
支
援
が
受
け
に
く
い
と
い
っ
た
課
題

が
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の

切
り
替
わ
り
の
際
、
健
診
結
果
等
の
対
象
者
の
デ
ー

タ
が
途
切
れ
な
い
体
制
が
取
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

　
医
療
、
介
護
、
健
診
デ
ー
タ
等
の
分
析
に
基
づ
き

地
域
の
健
康
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
後
期
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
が
令

和
２
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も

令
和
４
年
度
か
ら
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
後
期
連

合
の
委
託
を
受
け
て
、
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
や
分
析
に
よ
り
、
圏
域

ご
と
の
地
域
課
題
な
ど
か
ら
必
要
な
保
険
事
業
や
介

護
予
防
事
業
を
検
討
す
る
な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
で

で
き
る
限
り
長
く
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
と
す
る
疾

病
の
発
症
や
重
症
化
の
予
防
及
び
心
身
機
能
の
低
下

を
防
止
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

大
﨑
　
栄
治

　
激
し
い
痛
み
を
伴
う
帯
状
疱
疹
は
、
加
齢
と
と
も

に
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
50
歳
以
上
か
ら
発
症
リ

ス
ク
が
上
昇
し
、
70
歳
以
上
で
ピ
ー
ク
と
な
り
、
80

歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
経
験
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
過
労
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
免
疫
が
低
下
す
る

と
、
ウ
イ
ル
ス
の
再
活
性
化
に
よ
り
、
ピ
リ
ピ
リ
と

し
た
痛
み
が
現
れ
、
神
経
節
を
破
壊
し
て
帯
状
の
湿

疹
と
な
る
。
ま
た
、
３
か
月
以
上
痛
み
が
続
く
も
の

を
帯
状
疱
疹
神
経
痛
と
い
う
。
そ
こ
で
、
本
市
の
帯

状
疱
疹
の
罹
患
者
数
と
後
遺
症
の
推
移
の
現
状
を
問

う
。

　
県
の
公
表
す
る
感
染
症
発
生
動
向
調
査
の
項
目
に

含
ま
れ
て
な
い
の
で
把
握
で
き
な
い
。

　
帯
状
疱
疹
の
予
防
に
役
立
つ
の
が
ワ
ク
チ
ン
で
、

50
歳
以
上
を
対
象
に
発
症
リ
ス
ク
の
低
下
に
有
効
と

さ
れ
て
い
る
。
接
種
費
用
は
、
高
額
で
全
額
自
己
負

担
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
接
種
費
用
の
公
費
助
成
に
つ

い
て
の
考
え
を
問
う
。

　
ま
ず
、
実
態
把
握
を
行
い
、
他
市
町
村
の
助
成
事

業
の
取
り
組
み
等
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問問答 答

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

公
費
助
成
を

浅
利
　
美
知
子

　
死
亡
届
等
各
種
届
出
に
お
い
て
、
本
庁
へ
出
向
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
住
民
の
負
担
増
と
な
る
が
、

見
解
を
問
う
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
は
、
閉
庁
日
の
戸
籍
届

出
に
つ
い
て
は
、
本
庁
へ
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。

　
近
年
、
振
興
局
の
閉
庁
日
に
お
け
る
戸
籍
届
出
の

ほ
ぼ
全
て
が
死
亡
届
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
葬
儀
社

に
よ
る
代
理
提
出
と
な
っ
て
い
る
。

　
振
興
局
に
直
接
届
出
を
さ
れ
る
方
が
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
住
民
へ
の
周
知
徹
底
が
重
要
で
あ
る
が
、
今
後
の

予
定
を
問
う
。

　
先
日
、
区
長
会
連
合
会
理
事
会
に
経
過
報
告
を
行

い
、
振
興
局
管
内
の
区
長
へ
宿
日
直
廃
止
に
つ
い
て

の
通
知
文
書
を
送
付
し
た
。
ま
た
、
市
報
３
月
号
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
記
事
掲
載
に
よ
り
、
住
民
へ

周
知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
文
字
放
送
や

振
興
局
窓
口
へ
告
知
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど
し

て
周
知
に
努
め
る
。

問問 答答

振
興
局
の
宿
日
直
廃
止
に
伴
う

地
域
住
民
へ
の
影
響
は
？

福
嶋
　
勝
彦
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▲意見交換会の様子

　
周
辺
地
域
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
本
年
１
月
末
現
在
で
佐
伯
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
口
は
、
６
万
６
９
８
４
人
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人

口
は
２
万
７
６
６
８
人
で
、
高
齢
化
率
は
41
・
３
％

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
な
ど
し
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
市
長
は
外
国
人
３
０
０
０
人
を
受

け
入
れ
る
構
想
を
持
っ
て
い
る
旨
を
聞
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
構
想
な
の
か
詳
し
く
伺
い
た
い
。

　
第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に

は
「
特
定
技
能
外
国
人
、
高
度
外
国
人
材
、
外
国
人

技
能
実
習
生
な
ど
の
受
入
れ
促
進
」
を
掲
げ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
人
口
減
少
が
著
し
い
本
市
に
と
っ
て

は
定
住
人
口
増
の
意
味
で
も
大
変
有
意
義
で
あ
る
。

外
国
人
材
を
増
や
す
た
め
に
は
、
市
民
を
は
じ
め
受

入
れ
企
業
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
団
体
な
ど
に
聞
き
取
り
を
す
る
な
ど
し
て

必
要
な
施
策
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
外
国
人
の
方
と
市
民
が
触

れ
合
う
機
会
を
支
援
す
る
な
ど
し
て
、
外
国
人
の
方

に
も
住
み
よ
い
佐
伯
市
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問問 答答

人
口
激
減
!!

解
決
策
は
外
国
人
の
受
入
れ
？

西
條
　
隆
洋

会派
議員氏名

〔議員の表決態度の公表〕※賛否が分かれた議案等について掲載しています。※議長（河野豊）は、通常の過半数議決には表決権がありません。

件　　名

議決
結果

原案
可決

採択

原案
可決

賛
　
成
（
○
）

反
　
対
（
●
）

至誠会 彗星会 志高会 さいき会 新生会 公明党 無会派無所属
の会

佐伯市手数料条例の一部改正

介護保険制度改正に関する
意見書提出を求める請願

介護保険制度改正に関する意見書

河
　
野
　
　
　
豊

髙
　
司
　
政
　
文

後
　
藤
　
勇
　
人

浅
　
利
　
美
知
子

上
　
田
　
　
　
徹

御
手
洗
　
秀
　
光

山
野
内
　
眞
　
人

井
　
上
　
清
　
三

西
　
條
　
隆
　
洋

冨
　
松
　
万
　
平

大
　
野
　
達
　
也

塩
　
月
　
健
　
治

福
　
嶋
　
勝
　
彦

飛
　
髙
　
彌
一
郎

森
　
　
　
三
千
年

坪
　
根
　
大
　
吉

戸
　
髙
　
秀
　
世

本
　
田
　
房
　
代

吉
　
良
　
栄
　
三

本
　
杉
　
貴
　
志

大
　
﨑
　
栄
　
治

染
　
矢
　
和
　
陽

梶
　
川
　
善
　
寛

廣
津
留
　
龍
　
二

髙
　
橋
　
圭
　
一

議
長●○○欠○●○○○○○○○欠○○○○○○○○○○

　
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
議
会
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
を
求
め
る
個
人
の

権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
の
事
務
の
適

正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
り
つ
つ
、
個
人
の
権
利
、
利
益

を
保
護
す
る
た
め
、
佐
伯
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
モ
ニ
タ
ー
と
団
体
モ
ニ

タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
を
２
月

３
日
（
金
）
に
開
催
し
、「
議
会

運
営
」
や
「
団
体
か
ら
の
要
望
」

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
人
口
減
少
が
著
し
い
中
、
移

住
・
定
住
対
策
等
に
つ
い
て
考

え
て
ほ
し
い
。

●
佐
伯
の
魅
力
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
。

●
災
害
に
備
え
、
番
匠
川
の
河
床

掘
削
等
を
お
願
い
し
た
い
。

●
議
員
間
討
議
を
活
発
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
今
後
の
市
政
・
議
会
活
動
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

議
長○○○欠○○○○●○●○○欠○○○○○●●●●●

議
長○○○欠○○欠○●○●○○欠○○○○○●●●●●

20：2

15：7

14：7

※無所属の会：佐伯を元気にする無所属の会

委
員
会
提
出
議
案
、
可
決
！

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会

佐
伯
市
議
会
の

　個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
改
正
に
伴
い

意
見
の
一
部
を
御
紹
介



14Saiki-Gikai  2023.5

▲２月４日の市民懇談会の様子

　
令
和
３
年
９
月
22
日
に
設
置
さ
れ
た
本

特
別
委
員
会
で
は
、調
査
項
目
で
あ
る
「
議

会
基
本
条
例
の
検
証
」
及
び
「
議
員
定
数

及
び
議
員
報
酬
」
に
つ
い
て
、
36
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
調
査
・
研
究
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
、
３
月
定
例
会
に
お
い
て
最
終
報

告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
改
革
の
継
続
性
を
ど
う
担
保
し

て
い
く
か

　
議
会
基
本
条
例
の
検
証
作
業
か
ら
見
え

て
き
た
課
題
項
目
に
つ
い
て
は
、
委
員
を

３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
解
決
策
や
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
集
約
し
、
最
も

共
通
す
る
部
分
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
内

容
を
「
方
向
性
等
」
と
し
て
ま
と
め
、
そ

の
具
体
例
に
つ
い
て
「
改
革
案
」
と
し
て

整
理
し
ま
し
た
。

　
議
員
定
数
つ
い
て
は
、「
全
国
市
議
会

議
長
会
に
よ
る
議
員
定
数
調
査
結
果
」、

「
県
内
他
市
の
状
況
」、「
佐
伯
市
よ
り
も

広
い
面
積
を
有
す
る
自
治
体
の
議
員
定
数

な
ど
」を
参
考
に
、大
き
く「
増
や
す
」、「
減

ら
す
」、「
現
状
維
持
」
の
い
ず
れ
と
考
え

る
か
、
委
員
の
意
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
」
や
「
市
民
の
声
」
な
ど
を

理
由
と
し
て
、「
減
ら
す
」
と
の
方
向
で

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
具
体
的
に
何

人
減
ら
す
か
に
つ
い
て
、議
論
し
た
結
果
、

採
決
に
よ
り「
22
人
」と
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
機

会
と
し
て
、
去
る
２
月
４
日
に
「
議
員
定

数
と
議
員
報
酬
を
考
え
る
市
民
懇
談
会
」

を
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
御
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
を
集
約
し
、
委
員
会
の
方
向
性
と

お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
佐
伯
市
議
会
の
議
員
定
数
は
22
人

が
妥
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
最
終
的
な
結

論
と
し
ま
し
た
。

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
、
各
種
資
料
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
方
向
性
を
決
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。「
な
り
手
不
足
の
解
消
」

や
「
議
員
活
動
へ
の
専
念
」
な
ど
を
理
由

に
「
増
や
す
」
す
な
わ
ち
「
増
額
」
に
て

協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、

増
額
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
今
回
定
数
を

削
減
す
る
こ
と
に
伴
う
予
算
額
の
減
少
の

範
囲
内
に
と
ど
め
る
こ
と
を
共
通
認
識
と

い
た
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
様
々
な
金
額
と
考
え
方
が

示
さ
れ
る
中
、
市
民
懇
談
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
、「
佐
伯
市
議
会
の
議
員
報
酬
は

増
額
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
７
つ
の
報

酬
案
を
示
し
て
報
酬
審
議
会
へ
諮
問
す
る

こ
と
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

最
終
報
告

【
検
討
結
果
の
一
例
】

課
題
項
目

継
続
的
な
議
会
改
革
を

議
員
定
数
は

　
　
　
３
人
減
の
22
人

議
員
報
酬
は

　
　
　
報
酬
審
議
会
へ

継
続
し
た
議
会
改
革
を
行
う
た
め
の

仕
組
み
を
つ
く
る

①
議
会
改
革
を
調
査
・
検
討
す
る
組

織
を
常
設

②
議
運
と
の
関
係
を
整
理
し
た
上
で

検
討
組
織
を
常
設

③
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
継
続
す
る

改
革
案

方
向
性その他の検討

結果はこちら
からご覧いた
だけます。

25人

22人



提言書はこちらの
ＱＲコードからご
覧いただけます。

令和５年３月15日
本会議終了後、
河野議長（右）と
髙司会長（左）が、
田中市長（中央）へ
提言書を直接
提出いたしました。

議員政策研究会 調査・研究結果（提言）を報告

調査・研究におけるポイント

提言に当たって議員政策研究会が描く佐伯市の将来像

　令和３年５月７日、議員政策研究会はメンバー９名で発足し、「佐伯市における廃プラ
スチック問題について」をテーマに調査・研究を行ってきました。
　調査・研究では28回に及ぶ会議や大入島での海岸清掃、環境省とのオンラインでの研
修・意見交換、先進地視察などを行い、提言書を作成しました。令和５年３月定例会にて
結果報告の上、市長へ提言書を提出いたしました。

プラスチック全量リサイクル
の実現（ゼロ・ウェイストな
まち・さいきを目指して）

2030 年度までに
・プラスチック製容器包装の分別回収等
を行うこと。

2040 年度までに
・廃プラスチック全量の再資源化等を行
うこと。

　３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の促進によるごみを排出しないまちづくりが理
想の将来像と考え、「ゼロ・ウェイストなまち・さいき」を理想に掲げ提言することと
した。
　あわせて、海洋プラスチック対策についても提言することとしました。

ポイント１：佐伯市での廃プラスチックの処理方針と社会的背景のギャップ
　プラスチックをリサイクルする資源循環の仕組みづくりの必要性。
ポイント２：国際的な枠組みへの対応
　国際的な脱炭素化やＳＤＧｓ達成、廃棄物輸入規制への
　対応の必要性。
ポイント３：海洋プラスチック問題への対策の必要性
　海岸清掃を行い、廃プラスチックの多さに驚きを覚えた。
　その対策の重要性。

提言１ 海洋プラスチックごみ対策の
取組

・佐伯市プラごみゼロ宣言
・近隣自治体と連携した水際対策の推進
など

提言2

市 長 へ 提 言 書 提 出

▲市長へ提言書を提出
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令
和
５
年
５
月
１
日

  広
報
委
員
会

   二
宮
印
刷

６月定例会のお知らせ（予定）
日 月 火

議運
本会議
〈開会日〉

議運
本会議
〈閉会日〉

議運
本会議

〈一般質問〉

建設経済
教育民生
常任委員会

総務
常任委員会

予算
特別委員会

本会議
〈一般質問〉

本会議
〈一般質問〉

本会議
〈一般質問〉

水 木 金 土
6/11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 7/1

2 3 4 5 6 7 8

延
岡
市
議
会
と
の
交
流
事
業

第
13
回
議
会
報
告
会

「
議
員
と
語
ろ
う
会
」

　
１
月
10
日
（
火
）、
佐
伯

市
役
所
に
て
延
岡
市
議
会

と
の
合
同
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
全
国
市
議
会

議
長
会
よ
り
、
本
橋
謙
治

氏
を
招
き
、「
議
員
の
発
言

に
つ
い
て
」
な
ど
を
題
材
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
１
月
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
講
演
会
の
み
の

開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

終
了
後
に
は
顔
を
合
わ
せ

て
談
笑
す
る
様
子
も
見
ら

れ
る
な
ど
、
久
し
ぶ
り
の

交
流
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
引
き
続
き
、
左
記
の
日
程
で
第
13
回
目
の
議
会

報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲研修会の様子

　
２
年
前
に
広
報
委
員
長
を
拝
命

さ
れ
、
同
期
新
人
議
員
や
先
輩
議

員
の
皆
さ
ん
と
、
よ
り
読
み
や
す
く

伝
わ
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
め

ざ
し
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た
め
の
表

紙
。
細
か
な
内
容
を
読
ま
な
く
て
も

伝
わ
る
見
出
し
。
空
間
を
作
り
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
た
親
し
み
や

す
い
内
容
。
市
議
会
で
議
論
さ
れ
て

い
る
事
や
決
ま
っ
た
事
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
伝
え
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
広
報
委
員
全
員
で
工
夫
し
て

き
ま
し
た
。

　
せ
っ
か
く
作
っ
た
原
稿
を
全
カ
ッ

ト
す
る
事
や
、
一
か
ら
原
稿
を
作
り

直
す
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
「
伝
え
る
事
、
伝
わ

る
事
」
を
め
ざ
し
て
き
た
議
会
だ
よ

り
に
近
づ
け
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
長
の
経
験
を
活
か

し
、
議
会
活
動
を
伝
え
る
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　　

広
報
委
員
長
　
梶
川
　
善
寛

本会議等の
録画映像な
どは市議会
のＨＰで公開
しています。

～人口減少に対してどう感じているか～今回の
テーマ

第１３回 議会報告会「議員と語ろう会」 日程表
日 時 会 場 中学校区 担当班

5月13日（土曜日）

5月13日（土曜日）

5月13日（土曜日）

5月14日（日曜日）

5月14日（日曜日）

5月14日（日曜日）

5月14日（日曜日）

5月15日（月曜日）

5月16日（火曜日）

5月17日（水曜日）

5月20日（土曜日）

5月20日（土曜日）

5月21日（日曜日）

5月21日（日曜日）

午前10時00分～11時30分

午後２時00分～３時30分

午後３時00分～４時30分

午前10時00分～11時30分

午後１時00分～２時30分

午後１時30分～３時00分

午後３時00分～４時30分

午後７時00分～８時30分

午後７時00分～８時30分

午後７時00分～８時30分

午前10時30分～12時00分

午後２時00分～３時30分

午前10時30分～12時00分

午後２時00分～３時30分

宇目地域コミュニティセンター
鶴見地域コミュニティセンター

上浦地区公民館

下堅田地区公民館

鶴岡地区公民館
西上浦地域コミュニティセンター

佐伯東地区公民館

鶴見地域コミュニティセンター
田の浦分館

本匠西地区公民館

木立地区公民館

名護屋地区公民館

直川地域コミュニティセンター

大入島地区公民館

渡町台地域コミュニティセンター

米水津地域コミュニティセンター

弥生地区公民館

宇目緑豊
鶴 　 見

東 　 雲

佐伯南２

佐伯城南
彦 　 陽

鶴 谷 １

大 　 島

本 　 匠

佐伯南１

蒲江翔南

直 　 川

大 入 島

鶴 谷 ２

米 水 津

昭 　 和

3班
4班

3班

4班

3班
4班

3班

2班

4班

2班

2班

2班

1班

1班

1班

1班

１ 班
２ 班
３ 班
４ 班

髙司　政文
塩月　健治
飛髙彌一郎
西條　隆洋

梶川　善寛
浅利美知子
廣津留龍二
後藤　勇人

本杉　貴志
本田　房代
上田　 徹
戸髙　秀世

御手洗秀光
吉良　栄三
髙橋　圭一
大野　達也

坪根　大吉
山野内眞人
福嶋　勝彦
染矢　和陽

森　三千年
大﨑　栄治
井上　清三
冨松　万平

班 班　長 班　員（議席順）
【班編成】　※この班編成は、５月１日現在のため変更となる可能性があります。

・鶴谷中学校区（佐伯・佐伯東・渡町台）及び佐伯南中学校区（上堅田・灘・木立・下堅田・青山）は、それぞれ２会場で開催します。
・班編成及び開催場所は、抽選により決定しています。　　・議長は、特定の班に所属せず、いずれかの会場に参加します。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 5月13日

から


